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平成３０年９月１８日

国語 ３年 堀越先生

国語「二つの文章を比較しよう」
○黄金の扇風機 田中 真知

○サハラ砂漠の茶会 千住 博

１ 授業のポイント１

○導入 － １分間スピーチ －

連休中の出来事 例

○日曜日には、小学校の運動会

がありました。兄弟がいたの

で見に行きました。いろいろ

な種目の中には、卒業生の参

加できる種目がありました。

そして、私はその種目に参加

ができて楽しかったです。

○休みの日に 10 時から図書館

で勉強しようと思っていまし

た。しかし、寝坊してしまい、

午後１時からでかけました。一

生懸命勉強しようと思いました

が、１時間寝てしまいました。
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２ 授業のポイント２

○文章の内容を読み取る－ペア学習の導入・板書の工夫－

Ｔ：「そのことは何を指しますか？隣の人と発表し合いましょう」

○隣の人と発表し合っている様子

○「サハラ砂漠の茶会」を黙読している様子

○板書は、２つの文章が比較し

やすいようにしました。
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３ 授業のポイント３

「黄金の扇風機」と「サハラ砂漠の茶会」の共通点を読み取ろう

「黄金の扇風機」概要

１９９０年代にエジプトで暮らし始めた頃、筆者は、暮らしの中に「金色」が多く

入っていることに驚いた。しかし、三、四年経つと「金色」から脱却しシンプルな色

が増えてきた。グローバリズムで「美しさ」の感覚が変化してきているのだった。

「美しさ」は最初からあるのではない。そこに「美しさ」を見いだすのは、心のし

なやかな私たちである。

「サハラ砂漠の茶会」概要

サハラ砂漠を遊牧民と旅したとき、古いティーカップに紅茶を入れたっぷりと砂糖

入れてもらった。程なくそれがサハラの茶会であることに気づき、茶道という美的体

験が時空を超えて伝わってきた。そして、紅茶や食事は驚くほどおいしく、同じ人間

であると感じた。そのことを伝えるのが美の役割である。美を共通体験として人々は、

私とあなたは同じ人間なのだと知ることができる。
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○考えた共通点と相違点 ○ジグゾー方式を使って、違う班の考え

を発表し合う。

11 12 21 22 31 32 41 42

13 14 23 24 33 34 43 44

11 21 12 22 13 23 14 24

31 41 32 42 33 43 34 44


